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大学は美味しい!!
農学部編
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その研究領域の裾野の広さから、就職先も食品系のほか、化学、
製薬、ゼネコン、商社など多岐にわたります。秋田県立大学生物
資源科学部の実就職率は、なんと96.3％（平成 26年度） ！

本誌に掲載した論文などで、意見にわたる部分は、
それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。

農林水産業や農山漁村は、食料の安定供給はもちろんのこと、国土や自然環
境の保全、良好な景観の形成などの多面的機能の発揮を通じ、国民の皆さま
の毎日の生活において重要な役割を担っております。また、農林水産行政は、
生産などの現場に密着したものであると同時に、毎日の生活に深く関わってい
ます。農林水産省では『aff』を通じ、農林水産業における先駆的な取り組み
や農山漁村の魅力、食卓や消費の現状などを紹介しております。

広報誌『aff（あふ）』について

ホームページのご案内
『aff』は農林水産省のホームページでもご覧になれます。
http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/

編集・発行　農林水産省大臣官房広報評価課広報室
〒100-8950 東京都千代田区霞が関 1-2-1
TEL.03-3502-8111（代表） 　FAX.03-3502-8766　http://www.maff.go.jp/

編集協力　株式会社KADOKAWA
〒102-8177 東京都千代田区富士見 2-13-3
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編集スタッフ／西上範生

表紙／北海道大学農学部本館

農林水産業の課題に応える！
未来を担う農学部
農学部NEWS
農林水産業の明日へ
知の最先端が挑む！
キャンパスライフをのぞいてみました!!
～農工大のノケジョは牛と仲良し～

22

23

18 MAFF TOPICS
NEWS
「平成 27年度 鳥獣被害対策優良活動表彰」
の受賞者が決定
食品トレーサビリティの「実践的なマニュアル」
全７業種がそろって公開
「みどりとふれあうフェスティバル」など
イベントが盛りだくさん
10年先を見通す
独自の世界食料需給モデルによる予測分析
明日をつくる　vol.11
東日本の復旧・復興に向けて
福島大学の被災地支援
意欲的に活動する学生たち
読者の声
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大学は美味しい！! 農学部編
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今、農学部が熱い！
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らず、

が 熱い!

ート
就職に強い！
実就職率96.3％の学部も…

撮影／島 誠、原田圭介

※注：実就職率（％）＝就職者数÷（卒業〈修了〉者数－大学院進学者数）×100
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3

農学系の学問を専攻している女子学生・通称〝ノケジョ〞（農学
系女子の略）。その比率は近年急増しており、最近の調べでは
44.3％（文部科学統計要覧〈平成 27年版〉）に達しています。

女子学生が人気のけん引役となっている農学系学部。2015年度、
国内で 35年ぶりの農学部開設となった龍谷大学農学部に続き、
16年度には徳島大学が生物資源産業学部を新設しました。

その
製薬
資源

食の安全や環境問題に対する意識の高まりを受けて、「農学」が注目を集めています。農業だけにとどまらず、
バイオサイエンス、環境・生態系の保全など、フィールドを広げる農学系学部の〝今〞をリポートします。

今、農学部が 

女子学生が急増！
 〝ノケジョ〞率は約44％に

農学系学部が新設！
2015、16年度で2校が スタート

特集1
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技
術
だ
け
で
な
「
経
営
」

取材・文／入江 一　撮影／原田圭介（P.5～ 6）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な

ぐ
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）」
が
、

日
本
の
農
業
の
〝
救
世
主
〞
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
大
学
で
は
、
人
手
不
足
の
解

消
と
食
料
の
安
定
供
給
を
目
指
し
、
全

自
動
で
走
行
す
る
無
人
ト
ラ
ク
タ
に
よ

る
「
ロ
ボ
ッ
ト
化
」
と
、
熟
練
農
家
の

〝
匠
の
技
〞
を
蓄
積
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
「
情
報
化
」
を
柱
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
完
全
無
人
で
耕
う
ん
か
ら
播は

種し
ゅ

、
農

薬
散
布
、
収
穫
ま
で
一
貫
し
て
で
き
る

技
術
は
、
間
違
い
な
く
世
界
一
」
と
語

る
の
は
野
口
伸
教
授
。
狭
い
農
地
で
も

使
え
る
よ
う
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
小
型
化
に

注
力
し
て
お
り
、
同
時
に
ロ
ボ
ッ
ト
自

体
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
進
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
農
作
物
の
生
産
に
欠
か
せ
な

い
の
が
、
熟
練
農
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
。

「
こ
れ
を
継
承
し
な
い
と
、
日
本
の
農

業
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
い
つ
何
を
作
る
か
か
ら
始
ま

っ
て
、
季
節
や
天
候
に
応
じ
た
水
や
農

薬
の
量
な
ど
、
熟
練
の
技
術
を
収
集
・

解
析
。
新
規
就
農
者
で
も
、
就
農
直
後

か
ら
プ
ロ
と
し
て
農
業
が
で
き
る
技
術

開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

農
業
が
、
北
の
大
地
か
ら
大
き
く
羽
ば

た
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
化
」
と「
情
報
化
」で

プ
ロ
並
み
の
農
業
が
可
能
に

高齢化に伴う就農人口の減少、食料の安定供給など、日本の農業を取り巻く課題は少なくありません。
大学では、それらの解決に向けた実践的な研究が日々行われています。

未来を担う農学部

う
2
生
む
）

１ドローン（無人飛行機）
で農地や作物の情報を
収集　2２台の無人トラ
クタによる代

しろ

かき。作業
効率は２倍に

ＧＰＳ（衛星測位システム）受信機を搭
載し、操縦をコンピュータで制御するト
ラクタは、５cm以内の精度で無人走行
が可能です。耕うんから播

は
種
しゅ
、農薬散布、

収穫までを完全自動化する実用技術は、
世界でも初めて。

耕うんから
収穫までを無人化！

2

1

北海道大学の野口伸
のぼる

教授は、ロボット技術と情報通信技術を農業に活
用する「ＩＣＴ農業」の第一人者。野口教授が率いる研究室では、農
機のロボット化や情報通信システムをはじめとした、革新的なテクノ
ロジーの研究を進め、世界をリードしています。

北海道大学大学院
農学研究院 ビークルロボティクス研究室

ＩＣＴで省力化を実現！
北
用院

農林水産業の課題に応える！
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1 40品種のトマトを栽培している植物工場　2実が青いうちに収穫し、人工的に温め
て赤くする「青穫りトマト」　3 4人工光で昼夜を作り出す、レタスの完全人工光型
生産システム

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
が
進
む
中
、
少
な
い
労
働
力
で
賄
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
施
設
園
芸
に
よ
る

生
産
方
法
の
合
理
化
と
技
術
革
新
が
不

可
欠
で
す
。
そ
れ
を
具
現
化
す
る
千
葉

大
学
の
植
物
工
場
で
は
、
学
生
た
ち
が

汗
に
ま
み
れ
な
が
ら
最
先
端
の
研
究
を

続
け
て
い
ま
す
。

「
例
え
ば
、
ト
マ
ト
の
実
を
青
い
う
ち

に
収
穫
し
て
人
工
的
に
温
め
て
赤
く
す

る
『
青
穫
り
ト
マ
ト
』
は
、
日
持
ち
が

し
て
味
も
よ
く
な
る
。
こ
の
技
術
に
よ

り
、
日
本
の
ト
マ
ト
を
輸
出
す
る
道
が

拓
け
る
だ
け
で
な
く
、
イ
チ
ゴ
な
ど
に

も
応
用
で
き
ま
す
」（
丸
尾
達
教
授
）

こ
う
し
た
日
本
独
自
の
研
究
の
積
み

重
ね
が
世
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
施

設
園
芸
先
進
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
種

苗
会
社
な
ど
海
外
か
ら
の
方
も
含
め
視

察
は
年
間
５
０
０
０
人
に
も
上
り
ま
す
。

「
日
本
の
農
業
に
は
、
技
術
と
経
営
感

覚
と
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を
兼
ね
備
え
た

人
材
が
少
な
い
。
大
学
と
い
う
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
民
間
企
業
と
も
積
極
的
に

協
力
す
る
こ
と
で
、
野
菜
も
人
も
育
て

る
の
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
」

千
葉
大
学
で
は
、
即
戦
力
と
な
る
エ

キ
ス
パ
ー
ト
を
育
て
る
「
園
芸
産
業
創

発
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
本
格
化
。
農
業

を
産
業
と
し
て
強
化
す
る
こ
と
で
、
世

界
が
抱
え
る
食
料
問
題
解
決
へ
の
貢
献

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

技
術
だ
け
で
な
く「
経
営
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」感
覚
を
教
育

千葉大学は国内の大学で唯一の園芸学部を持ち、100年以上の歴史が
あります。国内の植物工場研究をけん引する存在で、拠点リーダーで
ある丸尾達

とおる
教授は植物工場の栽培技術に関する第一人者として知られ

ています。

研究に励む学生たち。実
験装置はすべて自前で作
っており、電気・水道工事
なども手掛ける

太陽光とヒートポンプによるトマトの高収量生産システム、蛍光灯とＬ
ＥＤを活用した完全人工光型のレタス生産システムでは世界をリード。
低コスト大量生産を実現し、国内外の民間企業との連携も進めています。

世界でもトップクラスの生産システム

今、農学部が 熱い!

取材

1

2

3

た
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

研究室の学生 22名のう
ち、農家の出身は 1～ 2
名。「農業と無縁の学生
が新たな風を吹き込む
ことに期待」（野口教授） 農

Ｉ

千葉大学大学院
園芸学研究科  蔬

そ

菜
さい

園芸学研究室　

最先端の植物工場で効率生産を可能に！最最先先端の植

4
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山梨大学大学院
総合研究部附属ワイン科学研究センター

地域の特産品で6次産業化を推進！

国
産
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら

れ
る
山
梨
県
。
山
梨
大
学
で
は
、
ワ
イ

ン
づ
く
り
が
盛
ん
な
こ
の
地
で
、
地
元

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
共
同
で
製
品
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
県
内
に
自
生
す
る
山
ブ

ド
ウ
と
赤
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
と
し
て
名

高
い
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
を

交
配
。
１
９
９
０
年
に
新
品
種
と
し
て

登
録
を
し
た
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
「
ヤ
マ

ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
」
な
ど
、
同
大
学
発
の

ワ
イ
ン
は
現
在
８
種
類
あ
り
ま
す
。

「
基
礎
的
な
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
栽
培

や
醸
造
の
実
習
や
地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
で

の
職
場
体
験
も
大
切
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
は

自
ら
ブ
ド
ウ
を
生
産
し
、
ワ
イ
ン
に
加

工
し
て
販
売
す
る
ま
で
を
行
う
６
次
産

業
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド

と
い
う
付
加
価
値
を
持
た
せ
て
ど
う
販

売
す
る
か
と
い
う
経
営
学
も
必
要
と
な

り
、
学
生
に
は
実
践
に
即
し
た
応
用
力

を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と
奥
田
徹
教

授
は
語
り
ま
す
。

山
梨
大
学
で
は
、
地
域
資
源
を
生
か

し
て
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
「
ワ
イ

ン
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
。
ブ
ラ
ン
ド
学
や

経
営
学
を
学
ぶ
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
・
ボ

ル
ド
ー
大
学
な
ど
か
ら
も
講
師
を
招
き
、

日
本
の
ワ
イ
ン
の
未
来
を
切
り
拓
く
ワ

イ
ン
技
術
者
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

国
産
ワ
イ
ン
が
世
界
で
名
を
馳
せ
る

日
も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
産
ワ
イ
ン
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
を
育
成

果実酒を専門に研究する国内唯一
の研究機関として、1947年に設置。
山梨県の特産品であるブドウを使
ったワインの製造、品質向上など
を研究するほか、人材の育成にも
力を入れています。センター長を
務めるのが、奥田徹教授です。 ブドウ栽培、醸造などの基礎を学ぶほか、地元ワイナリーでの実習を通じて、実践に即した応用力を習得

の特産品で6次産業化

藤 誠

1 54

細胞工学や遺伝子工学を駆使し
た基盤研究から、ワイン用ブド
ウ栽培、ワイン醸造の実用研究
までを行い、地元のワイナリーと
共同で製品化。日本でしかつく
れない〝日本人らしさ〞を持った
ワインづくりを目指しています。

１研究センター前の畑では、メルローなどの品種を栽培　2フラスコや試
験管がズラリと並ぶ研究室　3山梨大学で半世紀以上前に醸造されたワイ
ンも保管されている　4地下のワインセラーに貯蔵されたワイン樽　5研
究センター内の試験工場で瓶詰めされたワイン

世界に通用する「オンリーワン」のワインづくり

2

3
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【香川大学農学部】肥満や糖尿病
の予防・治療に変革をもたらす可
能性を秘めているとして、今、世
界の注目を集めている「希少糖」。
その希少糖の世界唯一・最先端の
研究組織が「国際希少糖研究教育
機構」です。何森健（いずもり・
けん）客員教授が、1990年代に
生み出した「イズモリング」とい
う概念が、希少糖の量産化への道
筋をつけ、20兆円規模と言われ
る世界市場を視野に、産学官連携
の動きが加速しています。

【
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研

究
科
】
生
物
・
環
境
工
学
専
攻
が
掲
げ

る
研
究
テ
ー
マ
は〝「
農
」か
ら「
環
境
」

を
科
学
す
る
〞。
大
政
（
お
お
ま
さ
）

謙
次
教
授
が
率
い
る
研
究
室
は
、
そ
の

象
徴
的
な
存
在
で
す
。

遺
伝
子
や
細
胞
レ
ベ
ル
の
ミ
ク
ロ
な

情
報
か
ら
、
地
域
・
地
球
環
境
レ
ベ
ル

の
マ
ク
ロ
な
情
報
ま
で
を
、
画
像
情
報

を
中
心
に
、
情
報
工
学
の
最
先
端
の
手

法
を
駆
使
し
て
セ
ン
シ
ン
グ（
観
測
）。

得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
生
物
と
環
境

と
の
関
係
を
解
明
・
モ
デ
リ
ン
グ
す
る

こ
と
で
、
最
先
端
農
業
や
地
球
環
境
問

題
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
人
工
衛
星
や
飛
行
機
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
（
遠
隔
測
定
）
技
術
を
用
い
た
農

業
・
環
境
分
野
へ
の
利
用
に
、
大
き
な

関
心
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
総

地

日
も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

果実
の研
山梨
った
を研
力を
務め

構成／武藤 誠

様
か
ら
の
贈
り
物
が
あ
る
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
長
年
の
地
道
な
交
配
研
究
に
報

い
る
よ
う
に
生
ま
れ
た
「
紅
の
夢
」。
塩

生
食
に
向
か
な
い
」
と
い
う
問
題
を
初

め
て
克
服
し
、
平
成
22
年
に
品
種
登
録

さ
れ
た
赤
肉
の
リ
ン
ゴ
で
す
。

塩
崎
雄
之
輔
名
誉
教
授
が「
紅
の
夢
」

の
交
配
に
成
功
し
た
の
は
平
成
６
年
。

し
か
し
、
過
去
に
赤
い
果
肉
が
生
ま
れ

た
こ
と
の
な
い
「
紅
玉
」
と
「
ス
タ
ー

キ
ン
グ
デ
リ
シ
ャ
ス
」
の
交
配
だ
っ
た

た
め
、
理
由
が
分
か
ら
ず
研
究
ス
タ
ッ

フ
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
よ
る
親
品
種
の
推
定
で
分
か
っ
た

の
は
、
藤
崎
農
場
に
輸
入
さ
れ
て
き
た

〝
品
種
名
の
な
い
樹
〞
か
ら
受
粉
し
た

と
い
う
事
実
で
し
た
。
果
樹
の
世
界
で

は
「
一
生
懸
命
育
て
て
い
る
人
に
は
神

崎
名
誉
教
授
の
想
い
を
継
ぐ
松
本
和
浩

助
教
の
下
、
地
元
企
業
と
も
連
携
し
て

用
途
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
】「
紅

の
夢
」
は
、「
赤
肉
の
品
種
は
渋
く
て

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
の
藤
崎
農
場
は
、日
本
発
祥
で
、今
や
世
界
的
な
リ
ン

ゴ
品
種「
ふ
じ
」が
生
ま
れ
た
歴
史
的
な
場
所
で
す
。
そ
の
場
所
で
昭
和
56
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
新
品
種
開
発
の
成
果「
紅
の
夢
」は
、神
様
の
贈
り
物
で
し
た
。

果
肉
ま
で
赤
い
リ
ン
ゴ「
紅
の
夢
」の
奇
跡

そ
れ
は
果
樹
の
神
様
の
贈
り
物
だ
っ
た
!?

偶
然
が
生
ん
だ
夢
の
リ
ン
ゴ

脱！肥満・糖尿病

地
球
環
境
問
題
の

解
決
に
挑
む
！

「希
き

少
し ょ う

糖
と う

」
～今日のことば～

農
林
水
産
業
の
明
日
を
拓
く
最
先
端
の
研
究
。
そ
の
一
翼
を
担
う

農
学
部
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
、
日
本
全
国
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
明
日
へ

知
の
最
先
端
が
挑
む
！

国
内
の
草
資
源
を
有
効
活
用
し
た

新
し
い
牛
肉
生
産

〝
自
然
の
草
〞で
牛
を
育
て
る

【
九
州
大
学
農
学
部
】
農
学
部
附
属
高

原
実
習
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
「
Ｑ 

Ｂ
ｅ
ｅ
ｆ
（
キ
ュ
ウ
ビ
ー
フ
）」
は
平

成
24
年
３
月
に
九
州
大
学
公
式
ビ
ー
フ

に
認
証
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ー
フ
。
後

藤
貴
文
准
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
研
究

し
て
い
る
の
は
、
穀
物
飼
料
を
与
え
ず
、

自
然
の
草
だ
け
を
食
べ
さ
せ
る
「
放
牧

飼
養
」
の
牛
肉
生
産
シ
ス
テ
ム
で
す
。

高
原
実
習
場
で
は
「
代
謝
イ
ン
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
（
刷
込
み
）」
理
論
を
牛

に
応
用
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
脂
肪
蓄
積

能
力
が
高
く
、
草
食
で
も
適
度
に
サ
シ

の
入
っ
た
牛
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
放
牧
飼
養
す
る
こ
と
で
、
耕
作
放

棄
地
の
有
効
活
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

今、農学部が 熱い!
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等
の
焼
却
灰
か
ら
リ
ン
を
回
収
す
る
技

術
。
こ
れ
ま
で
、
コ
ス
ト
等
の
問
題
か

ら
未
使
用
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
て
い
た
し

尿
や
下
水
の
汚
泥
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス

系
の
焼
却
灰
を
、
有
効
活
用
し
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。

平
成
26
年
度
に
稼
働
さ
せ
た
実
験
プ

ラ
ン
ト
で
は
、
回
収
率
約
80
％
を
実
現
。

輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却
を
可
能
に
し
、

農
業
の
収
益
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
愛
媛
大
学
農
学
部
】
肥
料
の
原
料
と

な
る
リ
ン
鉱
石
。
日
本
で
は
そ
の
全
量

を
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
安
定
的
な
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

治
多
（
は
る
た
）
伸
介
教
授
が
参
画

し
、
環
境
省
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、

平
成
24
年
度
か
ら
産
学
官
連
携
で
実
用

化
を
目
指
し
て
い
る
の
が
、
し
尿
汚
泥

態
な
ど
、
研
究
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ

右／イタリアとの共同研究とし
て実施された７階建てCLT建築
の実大実験　
下／建築に使われるCLTパネル

な
ど
の
階
層
が
あ
る
ミ
ツ
バ
チ
社
会

森林資源の活用

欧
州
が
先
鞭
を
つ
け
た
新
建
材
に

次
代
の
林
業
の
可
能
性
を
探
る

食
嗜
好
か
ら
農
学
の
発
展
を
目
指
す

肥
料
原
料
を
確
保
し

収
益
力
向
上
を
実
現

害
虫
か
ら
身
を
守
る

ミ
ツ
バ
チ
研
究
の
総
本
山

カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
で
も
規
格
作
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
平
成

25
年
に
「
直
交
集
成
板
」
と
い
う
名
称

で
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
が
制
定

さ
れ
、
木
材
が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
中
高
層
建
築
物
へ
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
環
境
構
造
学
研
究
室
の
安
村
基

（
も
と
い
）
教
授
が
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
耐
震
性
能
評
価
と
設

計
法
の
検
討
。
イ
タ
リ
ア
国
立
樹
木
・

木
材
研
究
所
（
Ｃ
Ｎ
Ｒ‒

Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ａ
）
と
協
力
し
て
行
っ
た
７
階
建
て
Ｃ

Ｌ
Ｔ
建
築
の
実
大
振
動
台
実
験
等
の
経

験
を
基
に
、
期
待
を
現
実
に
変
え
る
試

み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
静
岡
大
学
農
学
部
】
欧
州
で
は
20
年

ほ
ど
前
か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（Cross Lam

in 

ated Tim
ber

）
と
い
う
木
材
由
来
の

建
材
の
開
発
・
実
用
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
板
を
繊
維
方
向
が
直

交
す
る
よ
う
に
積
み
重
ね
て
接
着
し
た

厚
型
パ
ネ
ル
で
、
高
い
断
熱
性
・
耐
火

性
・
耐
震
性
を
持
つ
構
造
材
で
す
。

近
年
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
利
用
は
急
速
に
伸

び
て
お
り
、
欧
州
各
国
で
中
高
層
の
集

合
住
宅
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

【
龍
谷
大
学
農
学
部
】
食
品
栄
養
学
科

の
伏
木
亨
（
ふ
し
き
・
と
お
る
）
教
授

は
「
お
い
し
さ
」「
食
嗜
好
」
研
究
の
第

一
人
者
で
、
数
多
く
の
著
作
を
発
表
し

て
い
ま
す
。

前
職
の
京
都
大
学
時
代
に
は
、
脂
肪

酸
の
基
礎
的
な
研
究
を
基
に
、
油
脂
の

代
替
と
な
る
食
品
添
加
物
を
開
発
。
お

い
し
さ
を
保
ち
つ
つ
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
は
じ
め
、
産
学

連
携
で
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
へ
の
活
用
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

伏
木
教
授
は
和
食
の
無
形
文
化
遺
産

登
録
に
も
貢
献
。
龍
谷
大
学
で
は
「
お

い
し
さ
の
視
点
か
ら
食
を
捉
え
る
新
し

い
農
学
の
発
展
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

和
食
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
し
、

学
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

地
震
に
強
く
居
住
性
の
高
い
エ
コ
素
材

普
及
拡
大
に
向
け
た
実
証
研
究
続
く

「農学部ってどんな場所？」
「どんな研究をしているの？」
農学部の先生・学生たちの
リアルな姿が垣間見られる、
オススメ本をご紹介します。

B O O K

　
副
題
の
「
高
校
生
か
ら
の
食
と
農

の
経
済
学
入
門
」
と
い
う
言
葉
ど
お

り
、
農
業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
を
や
さ
し
く
読
み
解
く
一
冊
。

「
な
ぜ
日
本
に
農
業
が
必
要
な
の
か
」

と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
、
農
業
経
済

学
の
権
威
が
授
業
形
式
で
答
え
な
が

ら
、
農
業
や
食
を
め
ぐ
る
課
題
と
背

景
を
丁
寧
に
解
説
し
た
良
書
。

　
肉
眼
で
菌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
主
人
公
を
め
ぐ
る
〝
農
大
青

春
発
酵
菌
漫
画
〞。
楽
し
み
な
が
ら

「
菌
」
や
「
発
酵
」
な
ど
に
つ
い
て

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
作
品
。
ア
ニ

メ
化
、
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
６
年
の
完
結
後
も
愛
さ
れ
続

け
る
傑
作
シ
リ
ー
ズ
。
獣
医
学
部
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
舞
台
に
、
獣
医
を
目

指
す
主
人
公
・
公
輝
と
か
わ
い
ら
し

さ
あ
ふ
れ
る
動
物
た
ち
の
交
流
を
描

い
た
永
遠
の
名
作
。

　
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
の
著
者
が
、
在
学
中
に

発
表
し
た
デ
ビ
ュ
ー
作
。
京
都
の
街

を
舞
台
に
、
京
大
農
学
部
に
籍
を
置

く
主
人
公
の
日
常
を
描
く
。
日
本
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞
受
賞
作
品
。

　
著
者
が
麻
布
大
学
獣
医
学
部
在
学

中
に
発
表
し
た
シ
リ
ー
ズ
１
作
目

（
全
３
作
）。
動
物
学
科
に
入
学
し
た

主
人
公
が
、
子
牛
の
世
話
や
空
手
道

部
の
練
習
に
奮
闘
す
る
姿
を
さ
わ
や

か
に
描
く
。

『もやしもん（全13巻）』 
 石川雅之
（講談社）
©石川雅之／講談社

『太陽の塔』
森見登美彦
（新潮文庫）

『動物のお医者さん』  
佐々木倫子
（白泉社）

『動物学科空手道部
１年高田トモ！』
片川優子
（双葉文庫）

『農業がわかると、社会の
しくみが見えてくる』 
生源寺眞一
（家の光協会）
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期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
を
目
指
し
て
い
る
の
が
、
し
尿
汚
泥

態
な
ど
、
研
究
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ

は
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
幅
広
く
、そ
の

成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

り
組
む
「
あ
た
た
ハ
マ
チ
to
（
と
）
レ

モ
ン
」
な
ど
、
次
な
る
ブ
ラ
ン
ド
魚
の

開
発
に
向
け
た
研
究
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
京
都
大
学
生
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー
】

ア
オ
ム
シ
に
食
べ
ら
れ
た
キ
ャ
ベ
ツ

は
、
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
、
ア
オ
ム

シ
の
天
敵
で
あ
る
寄
生
バ
チ
を
呼
び

寄
せ
る
信
号
を
送
っ
て
い
る
―
―
。

こ
の「
植
物
」「
植
食
性
昆
虫
」「
捕
食
性

天
敵
」の
間
の
不
思
議
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、「
生
物
間
相
互
作
用

－

情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
高

林
純
示
教
授
が
そ
の
解
明
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

解
明
が
進
め
ば
、
農
薬
に
頼
ら
ず
に

害
虫
の
天
敵
を
利
用
し
て
植
物
を
育
て

る
「
生
物
的
防
除
技
術
」
へ
の
活
用
が

可
能
に
。
農
作
物
へ
の
応
用
も
視
野
に

入
れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

右／
て実
の実
下／

な
ど
の
階
層
が
あ
る
ミ
ツ
バ
チ
社
会

の
ユ
ニ
ー
ク
な
構
造
、
短
い
生
涯
に

多
く
の
仕
事
を
こ
な
す
働
き
蜂
の
生

【
高
知
大
学
農
学
部
】
水
族
栄
養
学
研

究
室
の
深
田
陽
久
（
は
る
ひ
さ
）
准
教

授
が
鹿
児
島
県
東
町
漁
協
と
開
発
・
製

品
化
し
た
「
柚
子
鰤
王
（
ぶ
り
お
う
）」

（
写
真
）は
「
柑
橘
系
養
殖
魚
（
フ
ル
ー

ツ
魚
）」
の
元
祖
で
す
。
深
田
准
教
授

は
「
養
殖
魚
の
評
価
を
上
げ
る
お
い
し

い
魚
を
つ
く
り
た
い
」
と
考
え
、
柑
橘

類
の
抗
酸
化
作
用
に
着
目
。
エ
サ
に
柚

子
の
皮
と
果
汁
を
配
合
し
、
世
界
初
の

〝
香
る
〞
養
殖
魚
と
し
て
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
広
島
県
阿
多
田
島
漁
協
と
取

害
虫
か
ら
身
を
守
る

植
物
の
不
思
議
な
戦
略

奥
深
い
ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
解
明
に
挑
む

ミ
ツ
バ
チ
研
究
の
総
本
山

〝
お
い
し
い
魚
〞で

養
殖
魚
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

い
し
さ
を
保
ち
つ
つ
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え

学
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

役
割
を
担
っ
て
い
る
ミ
ツ
バ
チ
。
玉

川
大
学
ミ
ツ
バ
チ
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
い
ま
だ
謎
の
多
い
ミ
ツ
バ
チ

の
生
態
解
明
に
挑
む
、
日
本
唯
一
の

総
合
研
究
機
関
と
し
て
世
界
的
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
25
年
か

ら
同
大
農
学
部
で
続
け
ら
れ
て
き
た

研
究
を
引
き
継
ぐ
形
で
設
立
。
発
行

す
る
学
術
誌
『
ミ
ツ
バ
チ
科
学
』（
昭

和
55
年
創
刊
）
は
、
理
系
の
み
な
ら
ず
、

文
系
の
知
見
ま
で
も
網
羅
し
、
世
界

中
の
研
究
機
関
が
購
読
し
て
い
ま
す
。

養
蜂
技
術
か
ら
花
粉
媒
介
者
と
し

て
の
利
用
法
、「
女
王
蜂
」「
働
き
蜂
」

【
玉
川
大
学
ミ
ツ
バ
チ
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
】
ハ
チ
ミ
ツ
の
生
産
に
限
ら

ず
、
農
作
物
の
受
粉
な
ど
で
大
き
な

今、農学部が 熱い!

学生時代はアサリの研究に
没頭。アサリ採集のた

め、大揺れの漁船で網を引いた
り、真冬の夜に潮干狩りもしま
したね。研究には「心技体」ど
れも大切だと痛感。「学問は、
机上ではなく現場で使う術を知
って初めて意味を成す」という
ことを、農林水産の現場で学び
ました。

桝
ま す

 太一さん 
（東京大学大学院農学生命科学研究科修了）

日本テレビ・アナウンサ
ー。総合司会を務める
「ZIP!」をはじめ多くの番組
に出演し、オリコン「好き
な男性アナウンサーラン
キング」では昨年4連覇を
達成。

バンドをとことんやりたく
て、浪人して学費の安い

国立大学へ入学。ギター漬けの
学生時代でした。当時、九州大
学では「ファントム墜落事故」
に抗議するロックアウトも…。
結局、６年かかって卒業しまし
たが、農政経済学科のロック好
きな教授が卒論を指導してくれ
て、感謝しています。

鮎川 誠さん
（九州大学農学部卒）

1970年からサンハウスの
リード・ギタリスト／コン
ポーザーとして活動。78
年よりシーナ＆ロケッツ
のギタリストとして活動
を続ける。現在、47都道
府県ツアーを開催中。

京都の南山城村出身で、大
自然の中で育ちました。

魚の生態や水辺の環境に興味が
あり、水産学科に進学。大学で
は生物多様性の重要性を学び、
自然が人間にとっていかに大切
かを知りました。いつか、身近
な所に「自然」を作る仕事など
にも挑戦してみたいです。

コロコロチキチキペッパーズ
 ナダルさん
（近畿大学農学部卒）

相方の西野創人さん（写真
右）と2012年にコンビを結
成。LINEスタンプ『しゃべる
コロコロチキチキペッパー
ズ』が人気。第8回沖縄国際
映画祭（4/21～24）にも登場。

映画『もののけ姫』に影響
を受け、環境保全に携わ

る仕事に就きたいと思うように
なり、農学部へ。私がいた食料
環境政策学科は実習が多く、長
野県のりんご農園や中国・青島
の牛舎などで働きました。実習
先で伺った「おなかではなく命
を満たす農業を」という農家の
方の言葉が忘れられません。

斉藤アリスさん
（明治大学農学部卒）

在学中よりファッション
モデルとして活躍。卒業
後、ロンドンの美術大学院
にてファッションジャー
ナリズムを専攻（修士号取
得）、雑誌への寄稿も。
http://ameblo.jp/10toma10/

農学部と私
農学系学部を卒業し、さまざまなジャンルで活躍中の

方々に、大学時代の思い出を伺いました。
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漫画／あべかよこ　撮影／島 誠

東
京
農
工
大
学 

農
学
部 

生
物
生
産
学
科
２
年

中な
か

三み

川が
わ 

遥は
る

奈な 

さ
ん
　

大
久
保 

梨り

な奈 

さ
ん

　

畜
産
系 

ノ
ケ
ジ
ョ
に

　
　 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

突
撃

も
と
も
と
産
業
動
物
に
興
味
が
あ
っ

て
、
農
工
大
を
志
望
し
ま
し
た
。

　   （
中
三
川
さ
ん
）

動
物
の
飼
育
に
興
味
が
あ
っ
て
、
農

工
大
の
こ
の
学
科
に
決
め
ま
し
た
。

（
大
久
保
さ
ん
）

農
学
系
の
大
学
へ
の

志
望
動
機
は
？

Q
農
業
を
総
合
的
に
扱
う
学
科
で
す
。

食
料
の
自
給
率
向
上
や
安
定
供
給
、

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
技
術
の
開
発
、

生
物
の
生
産
機
能
の
解
明
、
農
業
の

多
面
的
機
能
の
利
用
と
い
っ
た
こ
と

を
学
び
ま
す
。 

（
中
三
川
さ
ん
）

生
物
生
産
学
科
で
は

ど
ん
な
勉
強
を
す
る
の
？

Q
乳
房
炎
な
ど
の
病
気
に
も
つ
な
が
る

牛
舎
で
の
実
習
は
週
に
１
回
、
４
時

間
程
度
あ
り
ま
す
。
作
業
内
容
は
技

官
の
小
林
優
職
員
と
小
松
夏
美
職
員

の
指
示
に
従
っ
て
、
掃
除
や
エ
サ
や

り
、
搾
乳
な
ど
を
行
い
ま
す
。

（
大
久
保
さ
ん
）

牛
舎
で
の
実
習
は

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

Q
牛
舎
の
実
習
で
は
掃
除
が
大
変
で
す

が
、
搾
乳
に
も
気
を
遣
い
ま
す
。

（
中
三
川
さ
ん
）

実
習
で
大
変
な
こ
と
は
？

Q
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漫画※肩書き・学年は取材時のものです。

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
食

品
関
係
の
メ
ー
カ
ー
へ
の
就
職
を
希

望
し
て
い
ま
す
。　

　（
中
三
川
さ
ん
）

飼
育
の
仕
事
が
し
て
み
た
い
で
す
。

狭
き
門
で
す
が
動
物
園
の
飼
育
員
に

な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
大
久
保
さ
ん
）

将
来
の
目
標
は
？

Q
構
内
に
タ
ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
普

通
に
い
ま
す
ね
（
笑
）。
そ
れ
と
、
校

舎
内
に
大
き
な
虫
が
い
て
も
気
に
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
虫
を
見
て「
キ

ャ
ー
」
っ
て
声
を
上
げ
る
女
子
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　（
大
久
保
さ
ん
）

乳
房
炎
な
ど
の
病
気
に
も
つ
な
が
る

の
で
、
乳
房
も
施
設
も
と
に
か
く
清

潔
に
保
た
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
多

く
の
牛
の
搾
乳
が
同
時
に
で
き
る
搾

乳
専
用
の
施
設
を
、
ミ
ル
キ
ン
グ
パ

ー
ラ
ー
と
い
い
ま
す
。
作
業
す
る
と

き
に
腰
を
か
が
め
る
必
要
が
な
く
、

衛
生
を
保
つ
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

（
大
久
保
さ
ん
）

農
学
部〝
あ
る
あ
る
〞話
を

教
え
て
！

Q

（
中
三
川
さ
ん
）

今、農学部が 熱い!
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うなぎ味のナマズ
育て方でうなぎの味に
ナマズに与えるエサの種類を工夫。きれ
いな地下水で養殖して泥臭さを抑え、う
なぎ風味に近づけた

「
近
大
マ
グ
ロ
」
と
い
え
ば
、
国
内
は
も

ち
ろ
ん
、
世
界
的
に
も
有
名
で
す
。
和

歌
山
県
に
あ
る
近
畿
大
学
水
産
研
究
所

が
昭
和
45
年
か
ら
研
究
を
開
始
。
平
成

14
年
に
世
界
で
初
め
て
、
養
殖
施
設
で

人
工
ふ
化
し
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖

に
成
功
し
ま
し
た
。
当
初
は
稚
魚
か
ら

幼
魚
へ
の
生
存
率
が
1
％
に
も
達
し
な

い
程
度
で
し
た
が
、
研
究
を
重
ね
た
結
果
、

近
年
は
30
〜
40
％
に
。
将
来
的
に
60
％

を
目
指
し
、
現
在
も
量
産
化
へ
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
近
大
の
施
設
で
産
卵
、
ふ
化

し
た
稚
魚
は
、
中
間
育
成
に
使
わ
れ
て

い
る
屋
外
の
生い
け
す簀
で
30
㎝
前
後
に
育
て

ら
れ
た
あ
と
、
直
径
30
m
の
生
簀
で
、

成
魚
に
育
て
ら
れ
、
近
代
マ
グ
ロ
と
し

て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
橋
三

越
本
店
や
阪
急
う
め
だ
本
店
な
ど
、
全

国
の
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売

さ
れ
、
実
際
に
口
に
す
る
機
会
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
近
大
マ
グ
ロ
に
続
け
と
農
学
部

水
産
学
科
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
が
「
う
な
ぎ
味
の
ナ
マ
ズ
」。
与
え
る

エ
サ
と
水
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
う
な

ぎ
の
よ
う
な
味
に
近
づ
け
た
養
殖
マ
ナ

マ
ズ
で
す
。
昨
年
、
日
本
な
ま
ず
生
産

㈱
が
設
立
さ
れ
、
大
量
生
産
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
マ
グ
ロ
も
う
な
ぎ
も
天
然
魚
の
減
少

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な

近
畿
大
学
の
養
殖
魚
へ
の
新
た
な
取
り

組
み
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
グ
ロ
・
ナ
マ
ズ
養
殖
で

日
本
の
食
文
化
に
貢
献

金時いもジェラート
「へぐりっこ」
金時いもの濃厚な味わいが
楽しめる
農学部でアグリビジネス実習を行ってい
る奈良県平群町で、学生たちが栽培し
た金時いもを使ったジェラートを地元企
業と共同開発。カップのデザインなども
学生が手掛けた。限定品

※P.12～ 17で紹介している商品の価格は税込みです。
　商品の価格やパッケージは変更になることがあります。

大学は美味しい
農学部の学生たちが実習や研究を通じて、

製造に関わった 〝美味しい” 食品がたくさんあります。
本特集では、そうした全国の農学系大学発の食品をご紹介します。

©プロジェクト88 /
「大学は美味しい !!」は
商標登録されており、
プロジェクト88が
管理しています

特集2 農
学
部
編

近
畿
大
学

マ
グ
ロ
も
ナ
マ
ズ
も
お
い
し
い
ぞ
！

学
生
の
思
い
が
結
集
し
た
味

東
京
農
業
大
学

サチャインチ
オイル

ペルー原産のツル性植物、サチャインチ
の種子を原料とするエキストラバージン
オイル。2,700円（180ｇ）

近大マグロ
資源管理にも貢献する
完全養殖マグロ
銀座と大阪にある料理店
「近畿大学水産研究所」の
メニュー「近大マグロとアボ
カドのタルタル最中」702 円
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COLUMN

うなぎ味のナマズ
育て方でうなぎの味に
ナマズに与えるエサの種類を工夫。きれ
いな地下水で養殖して泥臭さを抑え、う
なぎ風味に近づけた

　大学発の食品ブランドを紹介する「大
学は美味しい !!」フェアが毎年、都内デ
パートで開催されています。昨年は34校
が出展し、来場者は 3万人を超えました。
運営を担うNPO法人「プロジェクト 88」
理事長の高橋菜里さんは「大学の活動を
広く知ってもらういい機会になってくれ

れば」と言います。参加した学生が他校
からいい刺激を受ける場でもあり、近年
では大学進学を目指す高校生の来場も増
えているとか。「大学に興味を持ってもら
い、地方に若い力を集められれば、企業
や農家を巻き込み、地域活性化にもつな
げられる」と高橋さんは期待しています。

金時いもジェラート
「へぐりっこ」
金時いもの濃厚な味わいが
楽しめる
農学部でアグリビジネス実習を行ってい
る奈良県平群町で、学生たちが栽培し
た金時いもを使ったジェラートを地元企
業と共同開発。カップのデザインなども
学生が手掛けた。限定品

大学は美味しい
特集2

大学が中心となって地域を盛り上げてほしい

「大学は美味しい !!」フェアは５月26～ 31日開
催予定（新宿髙島屋） 写真／プロジェクト88

東
京
農
業
大
学

　明
治
時
代
、
政
府
の
要
職
を
歴
任
し

た
榎
本
武
揚
を
創
立
者
と
す
る
東
京
農

業
大
学
は
「
実
学
主
義
」
を
教
育
理
念

に
掲
げ
、
日
本
の
食
を
支
え
る
人
材
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　東
京
農
大
Ｏ
Ｂ
の
鈴
木
孝
幸
さ
ん
は
、

南
米
ペ
ル
ー
の
湿
地
に
自
生
す
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
の
豊
富
な
果
実
カ
ム
カ
ム
に
着

目
、
現
地
の
貧
し
い
農
民
の
収
入
源
に

す
る
べ
く
商
業
栽
培
に
挑
み
ま
し
た
。

大
学
と
し
て
も
こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
、

飲
料
の
「
カ
ム
カ
ム
ド
リ
ン
ク
」
を
開

発
、
２
０
０
４
年
に
大
学
発
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
、
㈱
メ
ル
カ
ー
ド
東
京
農
大
で

販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　東
京
農
大
に
は
他
に
も
大
学
発
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
北

海
道
網
走
市
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
生
ま
れ
た
㈱
東
京
農
大
バ
イ
オ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
鳥
・
エ
ミ
ュ
ー
の
卵
や
オ
イ
ル
を

使
用
し
た
加
工
製
品
な
ど
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
㈱
じ
ょ
う
え

つ
東
京
農
大
は
新
潟
県
上
越
市
の
耕
作

放
棄
地
を
利
用
し
、
有
機
J
A
S
認

証
を
受
け
た
ほ
場
で
米
や
野
菜
を
生
産

し
、
地
域
振
興
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

ペ
ル
ー
原
産
の
果
実
の
栽
培
で

国
際
貢
献
に
取
り
組
む
Ｏ
Ｂ

学
生
も
働
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
食
品
が
人
気

【問い合わせ先】①メルカード東京農大 ☎ 03-5477-2250 http://
ichiba-n.co.jp　②東京農大たくみ屋 http://takumiya.ocnk.net/

カムカムドリンク
OBが普及させた果実
カムカムを大学が商品開発
レモンの60倍のビタミンＣを含有するカ
ムカムが原料。30本入り3,900円 （1本
190ｇ）
［取り寄せ可］  ①

オホーツク珍味  鮭とば
鮭のアラを発酵させた
魚醤のうまみがたっぷり
オホーツク海で獲れた新鮮な秋鮭を、魚
醤を加えた調味液に漬けた切身タイプ
の鮭とば。432円
［取り寄せ可］  ②

サチャインチ
オイル
さらりとした食感と
ナッツのような香り
ペルー原産のツル性植物、サチャインチ
の種子を原料とするエキストラバージン
オイル。2,700円（180ｇ）
［取り寄せ可］  ①

笑友（エミュー）
生どら焼き
エミューの卵でふわっとした食感に
生地にエミューの卵を使ったどら焼き。
北海道産の小豆・小麦粉・砂糖を使用。
3,240円 （10個）
［取り寄せ可］  ②

たんかんじゃむ・
ぽんかんじゃむ
さっぱりした甘さ
果肉とピールが特徴
鹿児島県屋久島の地域活
性化を目的として製造され
たジャム。２個セット1,320円
（各160ｇ）
［取り寄せ可］  ①
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東
京
農
業
大
学

東
京
都
世
田
谷
区
、
神
奈
川
県
厚
木

市
、
北
海
道
網
走
市
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス

で
約
１
万
３
０
０
０
人
の
学
生
が
学
ぶ
、

東
京
農
業
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特

色
の
一
つ
が
実
習
の
重
視
で
す
。

例
え
ば
、
醸
造
科
学
科
で
は
試
験
製

造
免
許
を
取
得
し
て
お
り
、
官
能
検
査

（
利
き
酒
）
の
実
習
で
は
学
内
で
の
飲

用
だ
け
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
大
学
は
産
学
連
携
に
も
熱
心
で
す
。

大
学
や
そ
の
Ｏ
Ｂ
が
生
産
し
た
農
産
品

の
通
販
事
業
を
行
っ
て
い
る
学
生
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
、
メ
ル
カ
ー
ド
東
京
農
大

で
は
お
酒
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
が
構
内
の
生
ご
み
を
利
用
し
た

肥
料
で
育
て
た
米
「
彩
の
き
ず
な
」
を

原
料
に
Ｏ
Ｂ
の
蔵
元
が
醸
造
し
た
吟
醸

地
酒
「
常と
き

盤わ

乃の

松ま
つ

風か
ぜ

」
や
、
同
大
の
研

究
室
が
世
界
か
ら
収
集
し
、
焼
酎
用
に

選
別
し
た
ヤ
ム
イ
モ
を
原
料
と
し
て
、

Ｏ
Ｂ
と
連
携
し
て
醸
造
し
た
焼
酎
「
天て
ん

恵け
い

の
し
ず
く
」な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
扱
う
メ
ル
カ
ー
ド
東
京
農

大
は
、
ス
タ
ッ
フ
数
名
の
他
は
、
現
役

学
生
か
ら
募
集
し
た
15
人
の
学
生
社
員

が
中
心
に
な
っ
て
、
受
発
注
な
ど
の
日

常
の
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
生
物
産
業
学
部
の
研
究
と

技
術
支
援
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
網
走

ビ
ー
ル
㈱
が
醸
造
・
販
売
し
て
い
る
青

い
発
泡
酒
、「
網
走
ビ
ー
ル
流
氷
ド
ラ

フ
ト
」
も
あ
り
ま
す
。

通
販
事
業
で
も

学
生
社
員
が
活
躍
す
る

大学の関連施設、「食と農」
の博物館で展示されている
OBの蔵元の銘酒の数々

【問い合わせ先】⑤やしち
酒店 ☎025-262-2051　⑥
房の露 ☎0966-42-2008
⑦信州大学農学部 ☎
0265-77-1320 ⑧東京農
工大学 ☎042-367-5811
⑨八木酒造 ☎ 0742-26-
2300 ⑩宮下酒造 ☎
086-272-5594 ⑪山梨工
業会☎055-220-8398

吟醸地酒
常盤乃松風
芳醇な香りと
すっきりした味わい
農大OBが育てた米を原料
にOBの蔵元が醸造した逸
品。1,620円（720㎖）
［取り寄せ可］  ③

新雪物語
華甲 大吟醸酒

新潟大学

附属農場で栽培された
「越淡麗」を使用
大吟醸用酒米「越淡麗（こ
したんれい）」が原料。田植
えや収穫の他、仕込み、瓶
詰めにまで学生が携わる。
1,782円（500㎖）
［取り寄せ可］  ⑤

本格芋焼酎
阿蘇乃魂

東海大学

阿蘇で育った
ムラサキイモの芋焼酎

写
真
提
供
／
双
葉
社

大学が生産したムラサキイ
モ「ムラサキマサリ」を使用
し、房の露（株）が醸造。
1,337円（720㎖）
［取り寄せ可］  ⑥

山ぶどうワイン
信州大学

学生実習の一環として
栽培・収穫した
山ぶどうを使用
学生が栽培・収穫した山ぶ
どうを「伊那ワイン工房」で
醸造。非加熱処理で仕上
げたワイン。2,200円（720㎖）
［取り寄せ可］  ⑦

 賞
しょう

典
てん

禄
ろく
東京農工大学

米焼酎の他、
麦や芋でも販売
研究用に栽培してきたうる
ち米の「月の光」を原料にし
た焼酎。1,500円（720㎖）
［取り寄せ可］  ⑧

実習
本酒。
すい。
／
㎖）

全
国
で
唯
一「
醸
造
」の
名
が
付
く

学
科
を
持
つ
大
学
の
酒

全国各地の
大学ブランド酒
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フ
ト
」
も
あ
り
ま
す
。

　かつては杜氏に率いられた職人集団が
担っていた酒造りですが、引退する杜氏
が増え、それに代わって蔵元自らが酒造
りに取り組むようになっています。そん
な流れの中、酒造りを学ぼうと全国の蔵
元の後継者が集まるのが東京農業大学の
応用生物科学部醸造科学科。日本で唯一

の醸造・発酵に関する専門の高等教育研
究機関です。「日本の酒造メーカーの社
長の約７割が本学OB」と言う戦略室の上
田勉室長は「本学で学んだ醸造の知識を
生かして、多くの卒業生が全国で活躍し
ていて、各地で地酒ブームの旗頭になっ
ています」と胸を張ります。

醸造学を学んだOBが日本の蔵元を支える

【問い合わせ先】③メルカード東京
農 大 http://www.ichiba-n.co.jp/ ☎
03-5477-2250 ④網走ビール ☎
0152-45-5100 http://takahasi.co.jp/
beer/

悠
ゆうゆ う ち す い

々知酔
特別純米
おりがらみ生酒

佐賀大学

すべての製造工程に
学生が関わる清酒
農学部産の「ヒノヒカリ」と
清酒酵母で醸造。1,500円
（720㎖）限定品

ヤマソービニオン
山梨大学

大学開発の山梨産
ぶどうの赤ワイン
山梨大が開発した山梨の
気候風土に適した品種「ヤ
マ・ソービニオン」の赤ワイ
ン。3,024円（750㎖）
［取り寄せ可］  ⑪

なごみ桜
名古屋大学

農学部の八重桜から
酵母を単離
附属農場で収穫した酒米
「若水（わかみず）」と、学内
の八重桜から単離したさく
ら酵母で醸した日本酒。
1,234円（500㎖）

おお岡大
純米吟醸／焼酎

岡山大学

学生自らが収穫した
原料で酒造り
附属農場産の米 100％使
用の日本酒と、芋焼酎。学
生も酒造体験に参加。純
米吟醸1,728円（720㎖）／
焼酎1,620円（720㎖）
［取り寄せ可］  ⑩ ［取り寄せ可］  ⑨

ヤムイモ焼酎
天恵のしずく
東京農大宮古亜熱帯農場産の
ヤムイモが原料
中里厚実名誉教授とOBのまさひ
ろ酒造が共同開発。25度：1,944円
（720㎖）35度：2,700円（720㎖）
［取り寄せ可］  ③

網走ビール
流氷ドラフト
東京農大がビールの
試験製造免許を取得
オホーツクの流氷を仕込み水に利
用。クチナシ由来の天然色素を
加えて青く色付けた発泡酒。4本
入り2,074円（1本330㎖）
［取り寄せ可］  ④

 賞
しょう

米焼
麦や
研究
ち米
た焼
［取

日本酒「平
へ ぐ り

群」
近畿大学

学生が米の生産や
ラベルデザインまで
農学部アグリビジネス実習
の成果が詰まった日本酒。
口当たりがよく飲みやすい。
純米酒1,296円（720㎖）／
純米大吟醸3,240円（720㎖）

醸造科学科で実際に酒類に触れるのは、官能
検査（利き酒）の実習のみ
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まだまだ美味しい
大学発の食

大学は
美味しい!!

農学部編

学

学生
た米。

岡大農場ジュレ（白桃）
岡山大学

規格外の白桃も美味しく加工
大学産の白桃のうち、贈答販売できな
かったものをジュレとして加工販売。540
円（110ｇ）
［取り寄せ可］  ⑫

プレミアム
たまがわはちみつ
和歌山県古座川町
ニホンミツバチ蜜

玉川大学

「たまがわはちみつ」の最高峰
ニホンミツバチが2～ 3年かけて集めた
採取蜜量が非常に少ない貴重なはちみ
つ。3,000円（180ｇ）
［取り寄せ可］  ⑭ ［取り寄せ可］  ⑬

香農ぱうんど
香川大学

希少糖を使用したパウンドケーキ
農学部発の希少糖を用い、黒豆やきな
粉、抹茶をふんだんに使用。道の駅みろ
くにて980円で販売（約460ｇ）

「紅の夢」ジャム
弘前大学

果肉まで赤いリンゴを使った
手製ジャム
附属農場で開発された「紅の夢」のジャ
ム。農場実習で学生が生産。同農場
にて450円（150ｇ）で販売

、そ
1ℓ）

ム
い
を原
0円

引き
畜

学
生
た
ち
が
実
習
農
場
な
ど
で
生
産

し
た
農
作
物
を
ス
イ
ー
ツ
と
し
て
製
品

化
す
る
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

岡
山
大
学
で
は
岡
大
農
場
産
果
物
の

ス
イ
ー
ツ
と
、
ブ
ラ
ン
ド
「
岡
大
農
場
」

を
商
標
登
録
。
白
桃
や
ブ
ド
ウ
な
ど
を

使
っ
た
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
弘

前
大
学
の
附
属
農
場
で
生
産
し
た
リ
ン

ゴ
「
紅
の
夢
」
は
、
赤
い
果
肉
が
特
徴
。

酸
味
の
き
い
た
お
い
し
さ
を
ジ
ャ
ム
に

し
ま
し
た
。
香
川
大
学
は
農
学
部
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
、
エ
ー
サ
ス

が
希
少
糖
や
地
域
食
材
を
使
用
し
た
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
開
発
。
玉
川
大
学
は
、

ミ
ツ
バ
チ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
農
学

部
生
産
加
工
室
監
修
で
生
産
し
た
は
ち

み
つ
が
有
名
。
こ
の
は
ち
み
つ
を
使
っ

た
「
た
ま
が
わ
ハ
ニ
ー
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
」
も
人
気
で
す
。

東
京
農
工
大
学
で
は
、
学
生
た
ち
に

よ
る
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
を
「
農
工

夢
市
場
」
で
販
売
。
山
形
大
学
の
実
習

米
も
、
同
大
農
場
市
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
宮
崎
大
学
で
は
、
大
学
独
自
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
学
生
が
育
て
た
牛
の
精
肉

や
、
牛
乳
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

帯
広
畜
産
大
学
の
「
畜
大
牛
乳
」
は

昭
和
37
年
か
ら
続
く
伝
統
の
味
で
、
地

元
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
製

パ
ン
業
者
と
共
同
で
作
っ
た
「
満み
ち
る全
粒

食
パ
ン
」
や
「〝
Ｗ
Ａ
〞
ド
ー
ナ
ツ
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

大
学
か
ら
生
ま
れ
た

ブ
ラ
ン
ド
商
品
が
続
々
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手製みそ／アイス／乾麺
東京農工大学

府中キャンパスで毎週木曜日に販売さ
れているオリジナル加工品。味噌486円
（1kｇ）／アイス172円（110㎖）／乾麺
１束237円

帯広畜産大学

実習米（はえぬき）
山形大学 

農学部の高坂農場で作られた米
授業の一環として農場実習などで学生
が田植え、稲刈りを行って生産された米。
1,200円（5kｇ）限定品

【問い合わせ先】⑫岡山県青果物販売 0120-74-8910 ⑬道の駅みろく☎0879-43-0550
⑭玉川学園購買部☎042-739-8945 ⑮帯広畜産大学生活協同組合☎0155-48-2284（アイスクリームのみ）

岡
規格
大学
かっ
円（
［取

プ
た
和歌
ニホ

「た
ニホ
採取
つ。
［取

満
みちる

全粒食パン
もっちりとした食感の
全粒粉食パン
十勝産全粒粉を使用し、高加水の特殊
な湯種製法で製造。満寿屋商店との共
同開発。1斤292円

畜大牛乳
構内で一括して生産している
濃厚な牛乳
学内牧場で飼育される乳牛から搾り、そ
の日のうちにパック詰めされる。191円（1ℓ）

［取り寄せ可］  ⑮

畜大牛乳アイスクリーム
畜大牛乳ならではの濃厚な味わい
畜大牛乳や十勝産生クリームなどを原
材料に使用。濃厚な味が特徴。150円
（95㎖）

畜大パン
新湯種製法のオリジナルパン
小麦の一部に熱湯を加えて風味を引き
立たせる湯種製法を改良して誕生。畜
大食パン（3枚入り190円）など

〝WA”ドーナツ
〝WA”ベーグル
炊き種製法を用いた新食感生地
小麦粉をおかゆ状に炊いたものを生地
に使用。ふんわりと柔らかく、さっくりとし
た食感も。ドーナツ108円／ベーグル（プ
レーン）150円

宮崎大学Beef
宮崎大学

附属牧場で肥育された
上質な黒毛和牛
黒毛和牛の精肉。学生が飼養管理、出
荷に携わっている。県内の「モールひろ
せ」で販売。※価格は部位や時期など
により異なる

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
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野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
被
害

が
全
国
的
に
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
林
水
産
省
で
は
野
生
鳥
獣
被
害

を
防
止
す
る
た
め
の
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
鳥
獣
被
害
対
策
優
良
活
動
表
彰
」
は
、

鳥
獣
被
害
防
止
や
鳥
獣
の
食
肉
（
ジ
ビ

エ
）
活
用
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
へ
の

貢
献
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
平
成

21
年
度
か
ら
毎
年
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
平
成
27
年
度
の
受
賞
者

お
よ
び
団
体
が
決
定
。
農
林
水
産
大
臣

賞
に
は
、
熊
本
県
あ
さ
ぎ
り
町
の
松
尾

集
落
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
の
松
尾
集
落
で
は
、
集

落
の
全
住
民
が
参
加
し
た
対
策
の
推
進

を
実
現
。
効
果
の
高
い
侵
入
防
止
さ
く

の
設
置
方
法
を
検
討
・
実
施
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、放
任
果
樹
の
除
去
、や
ぶ・

雑
木
林
の
刈
り
払
い
な
ど
、
野
生
鳥
獣

を
寄
せ
付
け
な
い
集
落
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
落
ぐ
る
み
で
わ

な
猟
の
狩
猟
免
許
取
得
を
推
進
し
、
捕

獲
対
策
の
強
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
か
つ
て
は

山
林
付
近
で
は
収
穫
が
皆
無
と
な
る
な

ど
深
刻
で
あ
っ
た
鳥
獣
被
害
の
撲
滅
を

実
現
。
県
内
外
の
集
落
の
模
範
と
し
て

貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
受
賞
者
お
よ
び
団
体
も
、

自
治
体
等
の
関
係
者
と
地
域
住
民
と
の

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
点
が
特
徴
で

す
。
こ
の
よ
う
に
一
丸
と
な
っ
た
鳥
獣
被

害
対
策
が
、
大
き
な
効
果
を
生
む
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
全
面
協
力
で

効
果
的
な
鳥
獣
対
策
が
評
価

開

野生鳥獣を寄せ付けない集落づくりを、全住民が自らの農地など
を使って実践している

MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry
of Agriculture, Forestry and Fisheries」の略称
です。「MAFF TOPICS」では、農林水産省から
の最新ニュースなどを中心に、暮らしに役立
つさまざまな情報をお届けいたします。

NE WS
「平成27年度 鳥獣被害対策
優良活動表彰」の受賞者が決定

農林水産
大臣賞

（団体の部）

熊本県
あさぎり町

松尾集落

鳥獣被害対策アドバイザーとなり、
地域に適応した恒久電気さくによる
防御対策を指導

岩手県八幡平市
中森 忠義 氏

農村
振興局長賞
（個人の部）

農村
振興局長賞
（団体の部）

害獣をラジオテレメトリー調査によ
り監視

福島県猪苗代町
猪苗代町

鳥獣被害に悩む農業者と食肉処理施
設との効果的な連携体制を作る。写
真はジビエ料理講習会の様子

鹿児島県阿久根市

（一社）
阿久根市有害
鳥獣捕獲協会

学生による狩猟免許の取得やパソコ
ンとセンサーカメラを活用した被害
対策などを行う

三重県津市

上ノ村自治会
獣害対策
協議会

農村
振興局長賞
（団体の部）

農村
振興局長賞
（団体の部）

18April 2016 |

仕上サイズ
天地 297
左右 210
右あき

M
A
C
制
作
課
　
9
J
 

ａ
ｆ
ｆ
４
月
号
 

2
R
1
8
=
2
1
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 高
橋
 
1
 

 
 

1
2
2
7
4
7
0
8
 
0
0
2
1
 

中
俣

2
teiki

CS6

食品トレーサビリティの取り組みは、消費者の食品に対す
る信頼の確保につながる

食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、
食

品
事
故
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
、

食
品
の
移
動
ル
ー
ト
を
書
類
な
ど
で
特

定
し
、
遡
及
・
追
跡
し
て
、
原
因
究
明

や
商
品
回
収
を
円
滑
に
行

う
に

え
る
よ
う
に

す
る
仕
組
み
で
す
。

体
的

具
体
的
に
は
に

、
食

品
の
移
動

ト
を

ル
ー
ト
を
把
握
で
き
る
よ
う
、

生
産
、
加
工
加
工
、
流
通
等
の
各
段
階
で
商

品品
の
入
荷
と
出
荷
に
関
す
る
記
録
等
を

作
成
・
保
存
し
ま
す
。

事
業
者
は
、
食
品
の
移
動
ル
ー
ト
が

明
確
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
品
事

故
や
ク
レ
ー
ム
な
ど
に
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
、
自
社
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
に

と
っ
て
も
、
事
業
者

が
適
切
に
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
食

品
に
対
す
る
信
頼
が

生
ま
れ
、
安
心
し
て

購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

例
え
ば
、
卸
売
業

が
小
売
店
へ
販
売
し

た
商
品
が
健
康
に
影

響
を
与
え
る
も
の

だ
っ
た
場
合
、
食
品

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
い
れ

ば
、
そ
の
商
品
を
い
つ
・
ど
こ
か
ら
仕
入

れ
、
い
つ
・
ど
こ
に
売
っ
た
か
が
は
っ

き
り
し
ま
す
。

て

そ
れ
に
よ
っ
て
、自
社
自
社
の

記
録
の
確
認
や

地
産
地
へへ
連
絡
連

を
し
て
原

因
を
究
明
す
る
こ
と
で

す
る

、
責
任
の
所
在

がが
調調
べ
ら
れ
る
と
と
も
に

べ

、
販
売
先
や

消
費
者
へ
迅
速
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
消
費
者
の
健
康
被
害
の
拡

大
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
食
品
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は
、
生
産

者
や
中
小
企
業
に
ま
で
浸
透
し
き
れ
て

い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
農
林
水
産
省

農
林
水

で
は
、
食
品

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

ト
レ
ー
サ

取
り
組
み
方
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
「
実

践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
公
開

し
て
い
ま
す
（
左
の
「
食
品
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
を
参
照
）。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
基
本
と
な
る
「
総
論
」

の
ほ
か
、
業
種
別
が
あ
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
、農
業
編
と
畜
産
業
編
が
加
わ
り
、

す
で
に
公
開
し
て
い
た
漁
業
編
、
製
造
・

加
工
業
編
、
小
売
業
編
、
卸
売
業
編
、

外
食
・
中
食
業
編
と
合
わ
せ
全
業
種
が

解
説
動
画
も
含
め
て
そ
ろ
い
ま
し
た
。

ま
た
現
在
、
義
務
化
さ
れ
て
い
る
米
・

牛
肉
等
に
つ
い
て
も
、
農
林
水
産
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
解
説
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
り
組
み
方
が
よ
く
分
か
る

「
実
践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

消
費
者
に
も
事
業
者
に
も

有
益
な
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

NE WS

食品トレーサビリティの
「実践的なマニュアル」
全７業種がそろって公開

業者間の取引等の記録の作成・保存及び一般消費者への産地
情報の伝達が義務付けられている

トレーサビリティに取り組んでいれば、事故による回収にも
迅速に対応することができる

野生
を使

食品トレーサビリティ「実
践的なマニュアル」に新し
く加わった「農業編」と「畜
産業編」

農林水産省ホームページ「食品のトレーサビリティ」のページ
をご覧ください
※マニュアルのダウンロードや解説動画も
ご覧いただけます
http://www.maff.go.jp/j/syouan/
seisaku/trace/index.html#1

食品トレーサビリティについて

「
優

鳥獣
害獣
り監

福島
猪

鳥獣
設と
真は

鹿児

（一
阿
鳥

米トレーサビリティ制度

一般消費者

お米の産地が
分かるのね!!

問題の原因を特定し、
責任者に必要な対応を
求めることができる！

迅速な回収と
情報提供で、
信頼と経営を維持！
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５
月
４
日
の
国
民
の
祝
日
「
み
ど
り

の
日
」
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
が
自
然

に
親
し
む
と
と
も
に
、
そ
の
恩
恵
に
感

謝
し
、
豊
か
な
心
を
育
む
日
で
す
。
ま
た
、

４
月
15
日
か
ら
５
月
14
日
ま
で
は
「
み

ど
り
の
月
間
」
で
す
。
こ
の
期
間
内
に
は
、

全
国
各
地
で
緑
の
募
金
運
動
が
重
点
的

に
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、「
み
ど
り
」
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

4
月
22
日
に
は
、
今
年
で
第
10
回
を

迎
え
る
「
み
ど
り
の
式
典
」
が
東
京
都

内
で
開
催
予
定
で
す
。
式
典
で
は
、「
み

ど
り
」
に
関
す
る
学
術
上
の
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
「
み
ど
り

の
学
術
賞
」
や
、
緑
化
推
進
運
動
の
実

施
に
つ
い
て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方

ま
た
は
団
体
を
表
彰
す
る
「
緑
化
推
進

運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
の

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
「
み
ど
り
の
学
術
賞
」
受
賞

者
は
、
三
井
昭
二
三
重
大
学
名
誉
教
授

と
井
上
勲
筑
波
大
学
特
命
教
授
・
筑
波

大
学
名
誉
教
授
の
２
名
で
、
日
本
科
学

未
来
館
に
お
い
て
、
６
月
26
日
に
受
賞

記
念
講
演
会
を
行
う
ほ
か
、
み
ど
り
の

月
間
の
期
間
中
、「
み
ど
り
の
科
学
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
ー
」
が
受
賞
者
の
研
究
内
容

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

み
ど
り
の
月
間
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
５
月
14
、
15
日
に
、
東
京
の
日
比

谷
公
園
で
「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
の
「
み

ど
り
と
ふ
れ
あ
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

「
森
の
恵
み
を
見
て
、
触
れ
て
、
食
べ
て
、

感
じ
る
広
場
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
お
り
、
昨
年
は
約
3
万
人
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

森
や
緑
に
関
係
す
る
展
示
や
物
産
展
、

食
べ
て
楽
し
い
フ
ー
ド
エ
リ
ア
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
さ

ま
ざ
ま
で
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
や
木
工
教
室
、
大

人
も
楽
し
め
る
ヨ
ガ
教
室
や
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
右
記
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
み
ど
り
の
学
術
賞
」
な
ど
が

授
与
さ
れ
る「
み
ど
り
の
式
典
」

天皇皇后両陛下のご臨席を仰いで行われた「みどりの式典」
の様子（写真は昨年のもの）

「みどりとふれあう
フェスティバル」
などイベントが
盛りだくさん

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

みどりの学術賞・みどりの式典、みどりの月間行事一覧
http://www.cao.go.jp/midorisho/
みどりとふれあうフェスティバル
http://midorinokanshasai.com/

NE WS

5月 14、15日には、東京・日比谷
公園で「みどりとふれあうフェス
ティバル」が催される（写真はいず
れも昨年のもの）

みどりの月間4月15日～5月14日
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の
学
術
賞
」
や
、
緑
化
推
進
運
動
の
実

み
ど
り
の
月
間
の
締
め
く
く
り
と
し

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

col
umn

農
林
水
産
の
政
策
に
役
立
つ

情
報
を
収
集
、
分
析

６
０
０
０
本
の
方
程
式
で

世
界
の
食
料
需
給
を
予
測

21
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の
人
に
来
て
も
ら
っ
て
、
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
微
笑
み
ま
す
。

も
う
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
米
作

り
の
試
み
、「
お
か
わ
り
農
園
」で
す
。「
生

産
者
の
立
場
で
考
え
て
み
よ

う
」
と
農
業
初
心
者
の
学
生

が
集
ま
り
、
株
式
会
社
松
川

ア
グ
リ
農
産
か
ら
福
島
市
松

川
町
の
12
ａ
の
ほ
場
を
借
り
、

そ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
全

工
程
を
自
分
た
ち
で
行
い
ま

し
た
。

「
実
家
は
農
家
で
す
が
、
そ

れ
ま
で
農
作
業
は
手
伝
い
程

度
で
し
た
」
と
語
る
代
表
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
学
生
が
事
業
を
立
案
・
実

行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
制
作
で
す
。
2
0
1
5
年

度
は
５
人
で
、
県
央
部
の
中
通

り
を
コ
ー
ス
別
に
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
お
い

し
い
食
べ
物
を
紹
介
す
る
「
ま
ん

ぷ
く
コ
ー
ス
」
で
は
、
福
島
県
が

15
年
か
け
て
開
発
し
た
米
の
銘

柄
「
天
の
つ
ぶ
」
や
収
穫
量
全

国
２
位
の
桃
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

代
表
の
佐
藤
美
紗
さ
ん
（
人
間
発
達

文
化
学
類
１
年
生
・
取
材
時
）
は
「
取

材
に
行
く
た
び
に
福
島
の
魅
力
を
改
め

て
感
じ
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
に
快
く
対

応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が

ま
す
ま
す
好
き
に
な
っ
た
福
島
に
多
く

武
山
蓮れ
ん

さ
ん（
経
済
経
営
学
類
３
年
生・

取
材
時
）
は
「
祖
父
や
父
の
苦
労
が
身

に
染
み
て
分
か
り
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

米
作
り
の
ほ
か
、
昨
年
11
月
に
は
福

島
県
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
や
生
産

者
と
消
費
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
に
役

立
ち
た
い
と
「
ふ
く
し
ま
・
か
わ
ま
た

米
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
イ

ベ
ン
ト
で
も
外
部
の
方
々
と
関
わ
る
機

会
が
多
く
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」（
武
山
さ
ん
）。

現
場
に
飛
び
出
し
た
若
者
た
ち
は
、

机
上
で
は
学
べ
な
い
貴
重
な
経
験
を
重

ね
て
い
ま
す
。

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災
者
と

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
の
支
援
を
目

的
と
す
る
組
織
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
の
発
生
直
後
の
２
０
１
１
年
４
月
に

福
島
大
学
内
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
福

島
大
学
「
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来

支
援
セ
ン
タ
ー
」（
通
称
「
F
フ

レ

U
R
E
」

※
）
で
す
。

以
前
か
ら
地
域
密
着
型
の
大
学
と
し

て
地
域
貢
献
に
力
を
入
れ
て
き
た
福
島

大
学
で
は
、
新
た
な
組
織
の
名
称
は
、

地
域
が
抱
え
る
具
体
的
な
課
題
に
対
応

し
て
い
く
と
い
う
意
志
を
込
め
、「
研
究

セ
ン
タ
ー
」
で
は
な
く
、「
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
し
ま
し
た
。

52
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
や
商
工

業
者
の
再
建
を
支
援
す
る
「
地
域
復
興

支
援
部
門
」、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援

や
心
の
ケ
ア
な
ど
を
展
開
す
る
「
こ
ど

も
・
若
者
支
援
部
門
」、
農
業
の
復
興

支
援
を
行
う
「
農
・
環
境
復
興
支
援
部

門
」
の
３
部
門
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

F
U
R
E
事
務
室
の
武
山
智
治
さ
ん

は
「
震
災
後
、
福
島
大
学
の
志
願
者
は

心
配
し
た
ほ
ど
減
少
せ
ず
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

福
島
で
学
び
た
い
、
と
入
学
し
て
く
る

学
生
も
い
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
く
学
生
が
支
援
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
を
設
け
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
２
０
１
３
年
、
F

 

U

 

R
E
の
事
務
室
に
福
島
が
抱
え
る
課
題

を
セ
ン
タ
ー
専
任
の
教
員
と
と
も
に
考

え
、
行
動
す
る
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織

と
し
て
「
Ｆフ

レ

ッ

ツ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
’ｓ
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
復
興
支
援
の
活
動
を
通
し

て
得
ら
れ
る
経
験
を
成
長
に
つ
な
げ
、

復
興
に
積
極
的
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

学
生
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

「
地
域
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
」「
福
島
の

現
状
を
学
び
た
い
」
と
60
名
が
結
集
し
、

お
の
お
の
が
関
心
を
持
つ
分
野
の
特
任

教
授
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
支
援
活

動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
研
究
会
や

文／下境敏弘

安心・安全な農作物の生産や流通体制の構築の支援、
正しい情報発信などを通して農業生産者を応援する福島大学。
その学生組織 FURE'sのメンバーはさまざまな活動を通して福島が抱える課題に向き合っています。

3
つ
の
部
門
で
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
の

支
援
活
動
を
展
開

vol.11

東日本の
復旧・復興に向けて

明日を
つくる福島大学の被災地支援

意欲的に活動する学生たち

佐藤美紗さん（前列左）が代
表を務める観光パンフレットの
制作のプロジェクトのメンバー

今年のガイドブックはうつく
しまふくしま未来支援セン
ターのマスコット「めばえちゃ
ん」が案内するスタイル

福島大学
うつくしまふくしま
未来支援センター
学生サポーター組織
F
フ レ ッ ツ

URE's

福島県福島市

パンフレットの「ゆったり温泉コース」では飯
坂温泉を紹介

復
興
支
援
の
活
動
の
実
践
を

学
生
の
成
長
に
つ
な
げ
る
試
み

学類や学年が異なるメンバー
だが、編集会議で熱心に議論
を重ねた

22April 2016 |  

仕上サイズ
天地 297
左右 210
右あき

M
A
C
制
作
課
　
9
J
 

ａ
ｆ
ｆ
４
月
号
 

1
R
2
2
-2
3
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 中
山
 
1
 

 
 

1
2
2
7
4
7
0
8
 
0
0
3
2
 

中
俣

2
teiki

CS6

M
A
C
制
作
課
　
9
J
 

ａ
ｆ
ｆ
４
月
号
 

1
R
2
2
-2
3
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 中
山
 
1
 

 
 

1
2
2
7
4
7
0
8
 
0
0
3
2
 

中
俣

2
teiki

CS6

P.22P.23

aff04_P22-23_ashita_再校中俣金.indd   22 2016/03/14   11:14

の
人
に
来
て
も
ら
っ
て
、
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
微
笑
み
ま
す
。

も
う
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
米
作

り
の
試
み
、「
お
か
わ
り
農
園
」で
す
。「
生

産
者
の
立
場
で
考
え
て
み
よ

う
」
と
農
業
初
心
者
の
学
生

が
集
ま
り
、
株
式
会
社
松
川

ア
グ
リ
農
産
か
ら
福
島
市
松

川
町
の
12
ａ
の
ほ
場
を
借
り
、

そ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
全

工
程
を
自
分
た
ち
で
行
い
ま

し
た
。

「
実
家
は
農
家
で
す
が
、
そ

れ
ま
で
農
作
業
は
手
伝
い
程

度
で
し
た
」
と
語
る
代
表
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
学
生
が
事
業
を
立
案
・
実

行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
制
作
で
す
。
2
0
1
5
年

度
は
５
人
で
、
県
央
部
の
中
通

り
を
コ
ー
ス
別
に
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
お
い

し
い
食
べ
物
を
紹
介
す
る
「
ま
ん

ぷ
く
コ
ー
ス
」
で
は
、
福
島
県
が

15
年
か
け
て
開
発
し
た
米
の
銘

柄
「
天
の
つ
ぶ
」
や
収
穫
量
全

国
２
位
の
桃
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

代
表
の
佐
藤
美
紗
さ
ん
（
人
間
発
達

文
化
学
類
１
年
生
・
取
材
時
）
は
「
取

材
に
行
く
た
び
に
福
島
の
魅
力
を
改
め

て
感
じ
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
に
快
く
対

応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が

ま
す
ま
す
好
き
に
な
っ
た
福
島
に
多
く

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
や
、
セ
ン
タ
ー

の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
に
は
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
’ｓ
内
で

武
山
蓮れ
ん

さ
ん（
経
済
経
営
学
類
３
年
生・

取
材
時
）
は
「
祖
父
や
父
の
苦
労
が
身

に
染
み
て
分
か
り
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

米
作
り
の
ほ
か
、
昨
年
11
月
に
は
福

島
県
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
や
生
産

者
と
消
費
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
に
役

立
ち
た
い
と
「
ふ
く
し
ま
・
か
わ
ま
た

米
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
イ

ベ
ン
ト
で
も
外
部
の
方
々
と
関
わ
る
機

会
が
多
く
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」（
武
山
さ
ん
）。

現
場
に
飛
び
出
し
た
若
者
た
ち
は
、

机
上
で
は
学
べ
な
い
貴
重
な
経
験
を
重

ね
て
い
ま
す
。

F
U
R
E
事
務
室
の
武
山
智
治
さ
ん

は
「
震
災
後
、
福
島
大
学
の
志
願
者
は

心
配
し
た
ほ
ど
減
少
せ
ず
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

福
島
で
学
び
た
い
、
と
入
学
し
て
く
る

学
生
も
い
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
く
学
生
が
支
援
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
を
設
け
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
２
０
１
３
年
、
F

 

U

 

R
E
の
事
務
室
に
福
島
が
抱
え
る
課
題

を
セ
ン
タ
ー
専
任
の
教
員
と
と
も
に
考

え
、
行
動
す
る
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織

と
し
て
「
Ｆフ

レ

ッ

ツ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
’ｓ
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
復
興
支
援
の
活
動
を
通
し

て
得
ら
れ
る
経
験
を
成
長
に
つ
な
げ
、

復
興
に
積
極
的
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

学
生
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

「
地
域
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
」「
福
島
の

現
状
を
学
び
た
い
」
と
60
名
が
結
集
し
、

お
の
お
の
が
関
心
を
持
つ
分
野
の
特
任

教
授
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
支
援
活

動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
研
究
会
や

文／下境敏弘

安心・安全な農作物の生産や流通体制の構築の支援、
正しい情報発信などを通して農業生産者を応援する福島大学。
その学生組織 FURE'sのメンバーはさまざまな活動を通して福島が抱える課題に向き合っています。

※ FURE：Fukushima Future Center for Regional Revitalization

「
私
た
ち
が
大
好
き
な
福
島
を

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

農
業
未
体
験
の
学
生
が
一
か
ら

米
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

福島大学の被災地支援
意欲的に活動する学生たち

今年のガイドブックはうつく
しまふくしま未来支援セン
ターのマスコット「めばえちゃ
ん」が案内するスタイル

昨年11月に福島市・川俣町・JA新ふくしまとの共
催で米コンテストを実施。第 1次審査には約 70
軒の農家が参加した

安全でおいしい米はどのように生産されているの
か、学生が体験を通して学んだ

パンフレットの「ゆったり温泉コース」では飯
坂温泉を紹介

放射性セシウムに
関する情報について
農林水産省のホームページ
 （東日本大震災に関する情報）をご覧ください。
http://www.maff.go.jp/
携帯電話用ホームページ
http://www.maff.go.jp/mobile/

読者の皆さまから寄せられた
『aff』2月号のご意見やご感想を紹介します。

読者の声

今後もよりよい広報誌とす
るため、読者アンケートにご
協力ください。農林水産省
のホームページ、広報誌aff
のサイトから回答できます。

広報誌aff（あふ）の感想を
お聞かせください

 国内生産の麦が多いのに驚きました。
出身地の愛知も結構な生産量。今度帰省し
たら、麦の穂を探してみます。（40代・女性）

 北海道の勝部農場の広大さに驚いてしま
いました。国内にこれほど広大な面積の麦
畑を耕作しているところがあることを、全く
知りませんでした。今後も地域、国内をリー
ドしていただきたいと思います。（60代以上・
男性）

 私自身はお米派なのですが、国産小麦を
使ったパンはもっちりしておいしいとのこ
と。多く生産され、手にとる機会が増えるこ
とを望みます。（60代以上・女性）

 世界農業遺産の記事を見て、どれも価値
のあるものと思いました。まさに世界に誇
れる大切な財産です。こうした財産を国民
一人一人が共通の思いに立ち、皆で守って
いくべきと思いました。（50代・男性）

 日本人の食生活にもつながりが深く
なってきた小麦について、あまり知らない現
状を知ることができました。何より、国内生
産者の努力には心打たれました。あの広大
できれいな小麦畑を眺めながら、地ビール
でも飲めたら、最高の気分なのだろうなと
感じました。（20代・男性）

メールマガジンのご案内
大臣メッセージや施策の紹介、イベント情報などをお届けする
『農林水産省メールマガジン』を毎週金曜日に発行しておりま
す。ぜひご登録ください。無料です。
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/

フェイスブック・ツイッターのご案内
     フェイスブック https://www.facebook.com/maffjapan

     ツイッター https://twitter.com/MAFF_JAPAN
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（事務局：新潟市地域・魅力創造部2016年サミット推進課）

Tel.025 -226 -2146 http://www.niigata2016summit.com

G7 新潟

平成28年4月23日　・24日
会場 朱鷺メッセ

土 日

G7新潟農業大臣会合

新潟コンベンションセンター
（新潟市中央区万代島）

２０１６年サミット関係閣僚会合
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